




The Development of Teaching Subjects for Art Education (1)
































ている［長田 2009］。これは，汐見稔幸のいう ｢全体的｣にみたり ｢直感的｣みたり「イメージ」
































































































































































































































































































































































































































































変化があった　　 81名（肯定的な変化 80名・否定的な変化 1名）
変化がなかった　　1名
【肯定的な変化を認めたものについて 2．～ 4．を以下に整理した】
2．あなたの絵はどのように変化しましたか。
①【表現が具体的になった】57名
・一回目は大雑把であったが，二回目は細かに観察して描くようになり，一つ一つ
　じっくりとていねいに繊細に描いている 42名
・あやふやさや曖昧さが無くなり，雰囲気だけではなくなった。はっきりとした表現
　になった 11名
・具体的に表現できるようになり，花や葉などそれぞれの違いを描き分けられるよ
　うになった。 7名
・細かな変化に関心が向かい，特徴や個性を描き分けようとしている 6名
・花や葉の向きや重なりに注意を向けるようになった 4名
・イメージを固定化させずに，思い込みではなく，見て描くようになった 3名
②【立体的・空間的な表現に向かっている】33名
・平面的ではなく，立体的になっている 23名
・形の大きさ・角度・奥行き・空間に関心を持つようになった 11名
③【表現に動きや表情が出てきた】16名
・画面に動きが出てきた 7名
・性格を考えて描くようになり，柔らかさや堅さが出てきた 4名
・絵に表情が出てきて，生きた瑞々しい表現になってきた 5名
④【色彩の変化や色遣いに関心を寄せるようになった】36名
・色の微妙な変化に気づくようになった 18名
・使う色数が増えた 8名
・ぬり重ねなど，色の表現の幅が広がった 6名
・色の考え方や使い方が柔軟になった 4名
・色遣いに関心を寄せるようになった 3名
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⑤【関係性や全体性を考えるようになった】26名
・葉と茎の繋がりや葉と花の関係など関係性に関心を寄せるようになった 14名
・視野を広くして，全体性を考えて描くようになった 10名
・描く対象や画面の構造を考えるようになった 4名
・バランスのよい表現ができるようになった 2名
⑥【見えていないところも想像するようになった】9名
・実際には見ることのできないところを想像するようになった 9名
3．その変化はなぜ生じたと考えますか。
①【一回目の絵は，視点を一カ所に定めて遠くから見ていたが，多視点から対象を理解しよう
とした】60名
・遠目や外側からから眺めるようにではなく，対象をよく観察して，具体的にてい
　ねいに描こうとした 43名
・さまざまな視点・角度から対象を見て描こうとした 12名
・形の動き・方向性（流れ）・奥行きを理解したり，考えて描いた 12名
・空間や立体を意識して描いた  7名
・色彩の変化を細かに観察しようとした，使う色数も多くした 12名
・描こうとすることより対象を理解することに力を入れた  5名
・よく観察すると発見が多く理解が進み，描く楽しさを感じた  6名
・隠れて見えていないところも見て繋がりや構造を考えて描いた 12名
②【感じて，イメージをもって描こうとした】18名 
・上手下手ではなく，花や葉の動きや流れ，柔らかさ，表情などを感じて描こうと
　した 10名
・線の性格や方向を感じたり，考えて描こうとした 5名
・見えていないところも想像して描いた。対象の内側から見ようとした。思い込み
　で描かなくなった 4名
・植物の手触りなども感じて描こうとした 1名
・大きく描こうとした 3名
③【描く取り組みの姿勢・態度・気持ちが変わった】27名
・上手に描こうではなく，対象を理解しようという姿勢に変わった  9名
・あるがまま描こうとして，対象と向き合うことができた 11名
葉　山　　　登
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・思い込みでなく，素直に描こうとした  6名
・意欲が変わり，達成感が高まった，真剣に，気合いを入れて集中して描くことが
　できた  8名
・なぜ，どうしてと意識して捉えるようになった  1名
④【これまでの授業で学んだことが活かされた】24名 
・7つのまるや動きを表す課題を体験して，イメージして表現しやすくなった  8名
イメージによって表現が変わることを理解した  3名
・7つのまるなどの経験で，技術としてではなく，理解するという考え方で描くと
　表現の手がかりを得ることができた  4名
・想像力と観察を重ね合わせると，スムーズに表現できるようになった  2名
・立体的な表現や空間的な表現を活かすことができた  2名
・クレヨンや色鉛筆などの使い方やいつの間にか学んでいて活かせるようになって
　いた  3名
4．これまでの描画（7つのまる・方向のある形・つるを描く・植物を描くなど）で，あなた
は何を学びましたか。
①【イメージや意識など心の動きによって表現が変わることを学んだ】68名
・柔らかい，重い，やさしいなどのイメージによって表現が違うこと 52名
・何を表現するかを意識すること 27名
・線と線，形と形や動きと動きの関係性や構造や構成を考えること 35名
・対象が成長する姿や生命感を意識すること  7名
・色と色の重なりによって，色彩を感じ，多様な色彩表現ができること 18名
・材料や描く場所などの条件で表現が違ってくる  5名
②【理解するということを学んだ】40名 
・理解することに視点を置くと描きやすくなる，その大切さを感じる 15名
・理解するとは，イメージを深めることであり，観察力を働かせることだと思った 20名
・表面的にではなく，隠れて見えていないところもイメージして本質を見ようとす
　ることであり，いろいろな立場・視点に立って見ることが大切ある 21名
・技術も大切であるがそれ以上に理解して描くことや興味関心を持つことが大切だ
　と気がついた 13名
③【自分と他者を知ることの大切さを学んだ】20名 
・クラスの仲間の作品を見ると感じ方や考え方の違いがあり，発見が多い。そして
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　自分を意識する 14名
・さまざまな描画表現を通して，自分の心の動きを見ること  8名
④【成長していると感じ，さまざまな気づきがあった】48名 
・絵を描くことが嫌でなく，好きになった。取り組みの姿勢が変わった  8名
・観察力や表現力が向上したと感じる。素直に表現できるようになった。自分自身
　の成長を感じる。見方やとらえ方が変わってきた 40名
・対象と向き合うことや対象の立場に立って内側から見ることの大切さに気がついた  7名
・真剣だけれど，楽しいことがあると知った。達成感があった。集中力を発揮できた  5名
・上手下手ではなく，自分を高めることが大切だと気がついた  7名
・一つの題材がつぎの題材の準備になっており，関連性をもっている。題材の一つ
　一つが意味をもっている  4名
⑤【対象への理解は保育とのつながっていると感じた】40名 
・描画表現と保育が対象理解というところで繋がっていると感じた。理解を深める
　ことの大切さを感じた　 11名
・うわべだけでなく，想像力を働かせ，子どもの思いをしっかりと捉えるところは
　同じである。理解しよう，相手の立場に立って見ようとすることが理解に繋がる。
　観察力は，子ども一人ひとりをよく見ることに繋がる 35名
・気持ちの持ち方で表現内容が変わってしまうところは保育と共通している  4名
・たのしく学ぶことが大切である  2名
・描画も保育も自分の心を育てることが大切である  1名
葉　山　　　登
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【否定的な変化を認めたもの（1名）について】
2．あなたの絵はどのように変化しましたか
・1枚目は自然に描けていた
・2枚目はコチコチしていて固い
・2枚目は葉脈などがちゃんと描かれているところが進歩している
3．その変化はなぜ生じたと考えますか
・外で風が音を感じながら自然に触れて描くことができた
・教室の中では，自由さを感じることができなかった
以上のように述べている。この学生の場合，対象の中に入って内側から見るということがで
きなかったと見ることができる。それがコチコチという表現になっていると捉えられる。
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【変化がなかったとしたもの（1名）】
この学生は，以下の内容をレポートをしている。
・正直自分の絵に変化があったか分からなかった
・全然上手に描けないので嫌だった
・ いろいろな視点から見て，対象を理解して描こうとした。これは幼児教育にも必要なことだ
と思う。決めつける見方ではいけないと思う
筆者の目には，明らかに 2枚目の方が進歩しているようにみえる。しかし，本人はそれを認
めることができなかった。その原因は，画用紙の裏に描いたことに因ると考えられる。裏に描
くと表現が画面の中に吸収されてエネルギーを発しない。その消極性に反応したと捉えられ
る。
5．考察
以上の題材の展開した結果，97％の学生が，自らの表現が向上したと認めることができた。
最初に，幼児教育者は，自己理解･自己と他者の関係性の理解などの能力をエティックな視
点からだけではなく，イーミックな視点からも身体化させて理解することが求められていると
述べた。そして，描画技術向上という問題をアポケーして描画題材を展開した。「心と身体を
動かす」をキーワードとして，幼児教育者を目指す学生たちが最も関心を寄せている子ども理
解の視点を描画に重ね合わせた。このことから対象への理解は保育につながっていると感じた
（40名），理解するということを学んだ（40名）とする学生も少なくない。
幼児教育者に求められる子ども理解の観点を描画表現における対象理解に重ね合わせたとき
葉　山　　　登
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に，画面に空間が生じ，集中力が発揮され，表現力の飛躍が生まれ，充実感や達成感を得るこ
とができたのである。描画が，図画工作の上手に描くという問題から離れ，子どもの健やかな
成長に与るという幼児教育の目的に直接に結びつこうとするとき，意欲が高まり，自己の存在
を認めることに繋がると示唆される。これは，自分が成長していると感じ，さまざまな気づき
があった（45名）からも窺うことができる。
さらにこれらの題材の展開は，考えることからはじめたのではなく，空間を動くことからは
じめている。実際に身体を動いてみたり，イメージによる空間運動を行うと，学生たちは活動
の中で感覚を使い，動いている私を感じ，次々にイメージを膨らませて，新しい発想を生み出
していることに気づく。活動することがきっかけとなって，心を動かしていることが示唆され
る。そして，表現が具体的になった（57名），イメージや意識など心の動きによって表現が変
わることを学んだ（68名）などの結果を得ることができた。上手下手ではなく，描く対象か
ら感じてイメージを膨らませるなど心を動かすことによって，具体的な表現になることが示唆
される。
また，一視点から多視点への発想の転換も大きいと考えられる。学生たちが描いた一枚目の
絵は，明らかにヨーロッパルネサンスにはじまるアカデミックな一視点の描法を示している
〔鬼丸 1997〕。遠くから，視点を静止させて主に全体視を目指していることが分かる。2枚目の
絵は，その描法をひとまず棚上げにして，子ども理解につながる表現を目指した。理解を深め
ようとすると自ずとさまざまな角度から見ざるを得ない。結果として，幼児や児童が行うよう
に多視点的なとらえ方をしていた。これは，筆者の造形観からの提案であったが，学生たちは，
水を得た魚のように生き生きと絵を描き達成感をもつことができた。そして，興味深いことは，
部分的な見方を大切にしていながら，関係性を意識することによって，全体的な表現になって
いることである。多視点から対象を捉えることによって，立体的・空間的な表現が生じている
ことが分かる。多視点から捉えるとは，対象の外側をさまざまな方向から見ることばかりでな
い。その内側に入ってみることを含み，ものごとの成り立ちのプロセスをイメージすることも
含む。1回目の絵は視点を一カ所に定めて遠くから見ていたが，多視点から対象を理解しよう
とした（60名）などの結果を得ることができた。
以上のように，わずか数週間という短い期間の中で，学生たちの描画表現に大きな変化がも
たらされた。「心と身体を動かすこと」をキーワードとして，対象理解を保育に重ね合わせる
ことによって，横断的・総合的に学ぶ発想を培い，自己規制の殻を破ることができるのである。
子ども理解の観点からの題材構想は，「何に向けての図画工作か，美術教育か」 〔柴田 2009〕，
また「対象は何を必要としているか」を考えることによっている。ここに図画工作・美術教育
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の再生の糸口が見えていると言い得るだろう。この視点は，同時に保育者の資質向上にも繋
がっていると考えられる。
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